











































 咀嚼運動は随意運動であると 同時に, 歯根膜や 鶏腔粘膜等, 咀嚼系の感覚 受容器の興奮によ り生
 ずる求心性イ γパルスによって制御される反射運動であると考え られている。 しかしなが ら, その
 詳綴はまだ必ずしも明 らかにはされていない。 口腔内の感覚受容器が どのようなメカニズム で咀嚼
 運動を制御 しているかを調べることは, 歯科補綴学において口腔内で正常に機能する補綴物を製作
 する際に重要であると考え られる。 そこで顎反射の中で最も一般的な開口反射をとりあげ, この反
 射'が歯根膜の刺激によりどのような機構で誘発され, さ らにどのような性質を持っているかを電気
 生理学的に検討 した。
 実験にはα一ク・ラ覆一スで麻酔したネコを用いた。 ガラミンで非動化, 人工呼吸下で顎舌骨筋神
 経から吸引電極を用いて, 犬歯歯根膜刺激による誘発電位を記録した。 開目反射をひきおこす顎舌
 骨筋神経の活動電位に潜時の異なる2 種の応答が観察されその各々 に種々 の性質の違いが認め られ
 た。 (1) 潜時 王6～20 msec の応答 (Late response:LR) は潜時 4～6 msec の応答 (Eariy
 respo聡e : ER) に比べ閾値が低い。 (2) ER は犬歯歯髄刺激により誘発される潜時4 ～6msec の
 唯一の応答 (Noc圭ceptive respo綿e : ER') と似通った性質をもち, 両者とも 25Hz までの頻回鯛
 激に追随する。 一方 LR は 8Hz までしか追随できない。 (3) 中枢性の麻酔剤である Et赴er および
 Pentobarbita1 により, LR は ER に比べ抑制されやすい。 (些) 歯根膜および歯髄の求心神経に対
 する局所麻酔により ER, ER' は LR に比べ抑舗されやすい。 (5) LR は他の導燈籏域の感覚受容
 羅の条件刺激により抑制されやすい。 以上のことか ら, ER は侵害性受容器刺激により誘発される
 応答で, これまで多くの研究岩が報告 している侵害受容性反射応答であ り, LR は弱い刺激で興 奮
 しゃすい触・灰覚受容羅刺激により誘発される応答であると考え られる。 さらに LR は ER に比
 べより多くの シナ プスを介 して発現 し, より上位中枢を経由して発現するものと考え られる。
 次にこの2種の応答 (ER, LR) は下顎骨の振動刺激や咬筋神経電気刺激により異なった影響を
 うける。 (1) LR は 40～350 Hz で振幅が 50μ 以上の振動刺激により抑調される。 (2) ER は 50～
 250 Hz で振幅が 250μ 以.ヒの振動刺激で抑制される。 (3〉 これらの抑制効果は, 顎関節嚢の麻酔
 によりなんらの影響もうけない。 (4) ER は咬筋神経中の Group 豆 線維が興奮する刺激強度以上
 で条件刺激を行なったときのみ抑制効果がみられるのに対し, LR はそれ以下の刺激強度によって
 も抑制される。 以上のことか ら, ER は閉口筋中の筋紡錘二次終末によ り, 一方 LR 巌閉口筋 中
 の筋紡錘一次終末により抑制をうけると考え られ る。
 以上, これまで開田反射は生体防御反射としての役割だけに注目されていたが, 新たに弱い刺激
 で発現する開口反射の存在が確認されたことか ら, 開口反射はより機能的な咀嚼運動にも関与 して
 いるものと考えられる。
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審査結果要旨
 歯科補綴物と顎運動とは互いに密接な関係にあ り, 顎運動のメカニズムを解明することはとりも
 なおさず補綴物によるP腔機能を向上させることになる。 しかし現在, 顎運動のメカニズムの詳細
 については必 らずしも明らかにされているとはいえない。 本論文は, 顎運動の調節機構を解翻する
 手がかりとして, 歯根膜刺激により誘発される闘目反射に注目 し, この反射が歯根膜の如何なる受
 容器を介 して起るのか, さ らにこの調口反射がどのような性質を持っているかな どを電気生理学的
 に詳細に検討することにより, 顎運動における開口反射の役割を解明することを目的としたもので
 ある。
 実験には, ネコを用い, α一 クρラ留一ス麻酔, ガラミソ非動化, 人工呼吸下で顎舌骨筋神経か
 ら, 犬歯歯根膜刺激による誘発電位を記録 し, これに対 し種々検討を加えた。 その結果以下の知見
 を得た。
 (i〉 歯根膜刺激により潜時の異なる二種の開口反射応答 (潜時4～6 船sec : Early Response-
 ER, および潜時 16～20 msec: La亡e Response-LR) が記録された。
 (2) ER は歯根膜中の痛覚受容器により誘発される応答であり, LR は歯根膜中の触・圧覚受容
  器により誘発される応答であることを確認した。 また, この両毛の中枢経路は異なっており,
  LR は ER にく らべ複雑な経路を介して発現する可能性が示唆された。
 (3〉 ER は閉口筋中の筋紡錘二次終末の興奮により, また LR は閉欝筋中筋紡錘の一次終末の
  興奮によって抑制されるものと考え られた。
 上記の結果によ り, 従来開口反射には, 侵害刺激に対する生体防御反射としての役割だけが注目
 されていたが, それと同時に歯根膜の触・圧覚受容羅を介して発現する闘q反射も存在することが
 確認された。 これによって, 開口反射というものは単なる防御反射としてのみならず, より機能的
 な顎運動調節にも関与 している可能性が充分考え られ る。
 本研究の成果は, 歯科補綴学の基礎となる顎運動および眼麟運動機構の解明のみな らず, それを
 基盤と した臨床技術の開発にも貢献するところが大であ り, 本論文は学位を授与するのに十分値す
 るものと認定する。
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